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諸言
の実験では１群３頭を用いたが，800または600ppmを

０～13日目まで投薬した群については，それぞれ８頭を

用いた。

実験２

軽感染における薬剤の効果を調べるために，モルモッ

トに1頭当たり２．２×102個のオーシストを経口接種した。

ＳＤＭまたはＳＭＭは，ともに600,300および150ppmの

各濃度に飲水に混ぜて０～１３日目まで摂取させた。

薬剤の効果は，試験モルモットにおける臨床症状なら

びにオーシストの排泄状況により，ｌ)症状もオーシスト

の排泄もまったく認められなかった場合（＋），２)濃感

染では症状やオーシストの排泄が認められても生残した

場合，軽感染ではオーシストの排泄が少量であった場合

（±)，３)無投薬対照と同様の経過を示した場合（＿）の

３段階に分けて判定した。

なお実験ｌおよび２に先立ち，Ｎ－ｌ株感染モルモッ

トにおけるオーシストの排泄状況と臨床症状とを調べる

目的で，オーシスト２．２×106個またはこれの10倍階段希

釈系列を作製して，２．２×106個を32頭（７００９台２頭を

含む）に，２．２×105個を12頭に，２．２×104個を７頭に，

２．２×103～100個を１群２頭のモルモットにそれぞれ接

種した。

結果

Ｎ－１株感染モルモットにおけるオーシストの排泄状

況と臨床症状とを調べた結果，106個台，105個台および

104個台接種群では１０～１２日目から被毛粗剛，食欲．摂

水の廃絶ならびに下痢便（血便を伴う）の排泄などの症

状が現れ，いずれも11日目からオーシストの排泄が認め

られた。また106個台接種群は全例が，１０５個台は80％が

といこ１３日目に死亡し，104個台接種群でも１７日目まで

に50％強がそれぞれ死亡した。しかし103個台またはそ

れ以下の接種群には顕著な臨床症状が認められず，接種

数の減少に応じてオーシストの排泄数も減少する傾向が

ふられた。Ｆｉｇ．1にこれらの１群２頭の成績を示した。

実験１

オーシスト２．２×106個接種におけるＳＤＭとＳＭＭの効

Emzeγｉａｃａｚﾉjaeはモルモットに寄生する病原'性の強いコ

クシジウムで，世界中に広く分布しており，我が国にお

けるその寄生率も極めて高いことが報告されている（武

藤ら，１９８５ａ，ｂ)。著者らも関東地方の実験動物業社

の５社７経路から購入したモルモットの糞便検査を行

なった結果，１経路を除いたすべて（SPFを含む）から

本種のオーシストが検出され，それらの中から極めて強

い病原性を示す株を分離した。しかし本種の予防や治療

薬に関する報告は極めて少なく，他のコクシジウムに効

果が認められた薬剤が本種にも有効であろうとは考えら

れるものの，その投薬や投薬期間などはまだ調べられて

いない。そこで抗コクシジウム剤として従来からよく知

られているSulfadimethoxineとSulfamonomethoxineの

本種に対する効果を，最も簡単で実用性の高い飲水添加

による投与方法で調べた。

材料および方法

供試モルモットは体重約2509のHartley種の雌で，実

験前に数回薦糖液浮遊法による糞便検査を行ない，オー

シスト陰性であることを確認した後，coccidium-freeの

管理下で飼育した。

Ｅ伽ｍａｃａＤｉａｅ原虫は，実験動物業社より購入した自

然感染モルモットの糞便からオーシストを分離した後，

単一オーシスト法により株化（Ｎ－１株）したもので，

これをモルモットに接種して増殖させた後に使用した。

Sulfadimethoxine（SDM)とSulfamonomethoxine

(ＳＭＭ)はともにＮａ塩の純末を使用した。

実験ｌ

モルモットへの感染は，１頭当たり致死量である２．２

×106個のオーシストを経口接種（濃感染）することに

より行なった。薬剤の投与はＳＤＭまたはＳＭＭともに

1200,800,600および300ppmの濃度に飲水に混ぜて摂

取させる方法で行なった。投薬はオーシスト接種後０～

７，６～13および０～13日目の期間に行なった。これら

(杏林大学医学部寄生虫学教室）

(17）



1３０

Ｓ１ｉｇｈｔｉｎＥｅｃｔｉｏｎＨｅａｖｙｉｎｆｅｃｔｉｏｎ
ＯＰＣ

、■

２．２ＸｌＯ３

２．２Ｘｌｏ２

２．２ＸｌＯｌ

２．２ＸｌＯＯ

1０５６＊

ＪＵ

ath

０ Ｄａｙｓａｆｔｅｒ
ｉｎｏｃｕｌａｔｉｏｎ

Ｕ

『
】

１
－
Ｊ

Ｆ
０
ｋ

gｈｈａｉｒ

ｒｅｘｉａ

ｒｒｈｅａ

ノノノノ入ﾉﾉﾉ」ノノノノノ

Fig.1
＊

●

ＭｅａｎＯ.Ｐ・OvaluesandclinicalsignsinguineapigsinfectedwithEjmerjaaMαe・（２head/group）

：Numberofoocystsinoculated．

：Oocystpositivebysugarflotationmethod．

ＯＰＣＯＰＧ

ｌＯ６ 〕厄

1０５ １

１
２
３

●
●
●

０
０
０

Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｎｏ．ｌ

Ｎｏ．２

Ｎｏ．３

1０４

１
１３００，℃

い
つ
・
名
①
日
ロ
・
回
８
．
国

３
１

『
】

Ｎｏ．４

Ｎｏ．５

Ｎｏ．６

Ｎｏ．７

Ｎｏ．８

Ｎｏ．４

Ｎｏ．５

Ｎｏ．６

Ｎｏ．７

Ｎｏ．８

［】【】【】【】【】【】】［ 。ＯｏＯＯＯＯ●●｡｡□

ｊＯｏＯＯ･ＯＯＯＯＯＣ ＪＯｏＯＯＯＯＯＯＯＯＣ

ＪＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＣ ＪｏＯＯｏＯＯＯＯＯＯＣ

【】【】】［］【】【】【】【］【

【】［］【刀［】【】【】［」［Ｊ【】 っＩＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＣ

０１０１５２０

Dａｙｓａｆｔｅｒｉｎｏｃｕｌａｔｉｏｎ

０１０１５２０

Dａｙｓａｆｔｅｒｉｎｏｃｕｌａｔｉｏｎ

Fig.２Ｅｊｍｅｒｊａｃａｖｊａｅｏｏｃｙｓｔｅｘｃｒｅtioninguineapigstreatedwithsulfadimethoxine

８００ppmorsulfamonomethoxine800ppm．

ｏ：Oocystnegativebysugarflotationmethod．

。：OocystpositivebysugarHotationmethod．

(18）



1３１

果を調べた結果，両薬剤ともに800および600ppmを０～

13日目の期間投薬した群では，いずれにも顕著な臨床症

状は認められなかった。800ppmを投薬したモルモット

におけるオーシストの排泄状況をＦｉｇ．２に示した。

SDM投薬群では８例中５例に１～４日間オーシストの

排泄が認められ（２例は薦糖液浮遊法での糸陽性），そ

れらのＯＰＧ値の最高は2.9×103～8.7×105個であった。

残り３例からはオーシストの排泄がまったく認められな

かった。ＳＭＭ投薬群では８例中４例に２～４日間オー

シストの排泄が認められ（ｌ例は薦糖液浮遊法でのみ陽

性)，それらのＯＰＧ値の最高は4.0～8.9×104個であっ

た。４例からはオーシストの排泄がまったく認められな
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Table2Effectsofsulfadimethoxine(ＳＤＭ)andsulfamonomethoxine(ＳＭＭ)inguineapigsinfectedwith2,2×ｌ０ｚ
ｏｏｃｙｓｔｓｏｆＥ〃ｅｒｊａａＪｗａｅ

●
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ｎｅｓｓ

Ｍａｘｉｍｕｍ
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０
Ｊ
０
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０
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１
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１
上
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一
一
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０
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十
十
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十
＋
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＋：Effective

±：Incompletelyeffective

＊：OocystswereseenonlybysugarHotationmethod．

含む）に対してより有効な予防および治療効果が認めら

れている（ＩｔｏｅｔａＪ.,1974；木原ら，１９７１；松井ら，

1977；Tsunoda,1963；TsunodaetaJ.,1968)。

今回調べたＥＣαひiaeは，両薬剤に対して同様の感受

性を示した。すなわち，致死量であるオーシスト106個

台接種（濃感染）例では，接種後０～１３日目の期間

SDM,ＳＭＭともに600または800ppmを連続投薬するこ

とにより，モルモットにはいずれも顕著な臨床症状は現

れず，またそれらの半数以上にオーシストの排泄が認め

られたものの，このうち約半数は薦糖液浮遊法でのみ陽

性で，他もそのＯＰＯ値は低く排泄期間も短かかった。特

に800ppm投薬群では，双方ともにその半数にはオーシ

ストの排泄がまったく認められなかった。感染後に顕著

な臨床症状が認められない，オーシスト102個台接種

（軽感染）例では，300ppmを０～１３日目の期間連続投薬

した場合には全例が，また１５０ppmの低濃度でも，

ＳＭＭ投薬群の２例に１日の糸薦糖液浮遊法でオーシス

トが検出された他はその排泄がまったく認められなかっ

た。これらの結果は，Ｅ,ｃａＤｉａｅのモルモット体内におけ

る増殖はかなり抑制されたことを示唆している。軽感染

における両薬剤の低濃度の限界はl50pmmであると考え

られるが，感染量が不明な自然感染に対してはＳＤＭま

たはＳＭＭを600ppm以上連続投薬することにより，その

予防効果が得られるものと考えられた。

しかし投薬期間を短縮した場合には，モルモットはい

ずれも生残したものの，それらから多量のオーシストの

排泄が認められ，無投薬対照群にふられたのと同様の臨

床症状も出現した。特に感染６日目から投薬を開始した

モルモットが多量のオーシストを排泄したことから明ら

かなように，両薬剤による治療効果は極めて少なかった。

コクシジウムのオーシストは高熱に対して弱いことが

かつた。

600ppmを０～13日目の期間投薬したモルモットにお

けるオーシストの排泄状況をFig.３に示した。ＳＤＭまた

はＳＭＭ投薬群ともに８例中７例にオーシストの排泄が

認められ（各群４例は薦糖液浮遊法での糸陽性），それ

らのＯＰＧ値の最高は4.1～6.1×105個と2.1～3.9×１０５

個であった。

他の投薬群では，いずれも生残はしたものの－部には

上記臨床症状がみられ，１３日目から全例に多量のオーシ

ストの排泄が認められた（Tableｌ)。なお，1200ppm投

薬群はいずれも摂水量が極めて少なかった。

実験２

２．２×102個接種の場合は，ＳＭＭ・150ppm投薬群で

１３日と16日目にそれぞれ１例から薦糖液浮遊法での糸少

量のオーシストが検出された他，ＳＤＭ,ＳＭＭといこい

ずれの投薬群からもオーシストの排泄が認められなかっ

た（Table２)。

考察

KleebergandSteenken（1963）は，モルモットに

succinylsulfathiazoleを0.05％の濃度に飲水に混ぜてｌ

月間摂取させれば，ＥｃａＵｉａｅによる爆発的な流行を防

ぎ得ることを報告している。しかし，感染の規模や投薬

後のモルモットにおけるオーシストの排泄状況などにつ

いては記載されていないので，どのような感染状況のも

とでどの程度の薬剤の効果が得られるのかは明らかでな

い。

ＳＤＭとＳＭＭとは従来から抗コクシジウム剤としてよ

く用いられており，ＳＤＭは主としてニワトリをはじめ，

ウサギ，ウシなどに寄生するＥｊｍｅγiαに，また，ＳＭＭは

ネコ寄生のIsospoγα型のコクシジウム（TojropJasmaを

(20）
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よく知られており（SchneideretaM972；ＩｔｏｅｔａＪ.，
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EFFECTS OF SULFADIMETHOXINE AND SULFAMONOMETHOXINE

AGAINST EIMERIA CAVIAE INFECTION IN GUINEA PIGS

TOSHIHIKO IIJIMA, TOSHIHIRO MATSUI, TSUTOMU MORII,

FUMIE KOBAYASHI AND TAKASHI FUJINO

(Department of Parasitology, Kyorin University School of Medicine,

Shinkawa 6-20-2, Mitaka, Tokyo 181, Japan)

Efficacy of sulfadimethoxine (SDM) and sulfamonomethoxine (SSM) was tested in guinea pigs infected

with Eimeria caviae. The criteria used in evaluating the effects of the drugs were the number of oocysts shed

and clinical signs. The guinea pigs were inoculated with 2.2 x 106 (heavy infection) or 2.2 x 102 (slight infec

tion) oocysts of Eimeria caviae and treated with 800 or 600 ppm (against heavy infection) and 600, 300 or

150 ppm (against slight infection) SDM or SMM in drinking water, respectively. The drug was administered

for 13 days from the day of infection.

In the heavy infection groups, all the untreated control guinea pigs showed several clinical signs (anorexia,

diarrhea and rough hair) from 10 days PI, and began to shed oocysts from 11 days and died on day 13. All

the treated guinea pigs did not show any clinical signs and some of them shed no oocysts. Although the other

shed fewer oocysts than those from the control guinea pigs, the oocysts from the half of them were detected

only by sugar flotation method.

In the slight infection groups, all the untreated control guinea pigs began to shed many oocysts from

13 days PI, but the treated guinea pigs, except 2 of 3 guinea pigs treated with 150 ppm of SMM, did not

shed any oocysts.

These results indicate that the treatment of SDM or SMM prevents the development of Eimeria caviae

in guinea pigs.
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